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元気に育ってね
虚空蔵尊で七五三参り
11月15日は七五三――子どもの成長を祝うとともに、健や
かな成長を祈願する日です。この七五三に合わせ、日本三体
虚空蔵尊の一つ、村松山虚空蔵堂にも多くの参拝客が訪れま
した。晴れ着に身を包んだ子どもたちは、お父さんやお母さ
ん、おじいちゃん、おばあちゃんに手を引かれてうれしそう。
慣れない着物や草履で、歩くだけでも“悪戦苦闘”の子どもた
ちに、家族が笑顔で手助けをする光景も見られました。皆か
ら祝福を受け、祈願してもらった子どもたち――これからの
成長が楽しみです。
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１
１
９
番
の
か
け
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
し
た

【
質
問
事
項
】

▼
火
事
で
す
か
、
救
急
で

す
か

　

何
が
あ
っ
た
か
を
確
認

し
ま
す
。
※
こ
の
内
容

を
受
け
て
出
動
の
準
備

に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

▼
あ
な
た
の
い
る
場
所
は

火
事
や
急
病
人
が
い
る

場
所
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
住
所
が
分
か
ら
な

け
れ
ば
周
り
に
あ
る
建

物
や
目
標
物（
○
○
ビ

ル
の
近
く
、
○
○
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
近
く
等
）を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
ど
の
よ
う
な
状
況
か

　
「
家
が
燃
え
て
い
る
」

「
頭
か
ら
出
血
し
て
い

る
」「
車
に
人
が
挟
ま
れ

て
い
る
」等
の
状
況
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
番
号
と
名
前

　

今
か
け
て
い
る
電
話
の

番
号
と
あ
な
た
の
名
前

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

３
月
か
ら
、
新
た
に「
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」を
導

入
す
る
予
定
で
す

Ｑ 

何
が
変
わ
る
の
で
す
か
？

Ａ 

通
報
者
の
位
置
情
報
が
分
か
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

▼「
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」
は
、

１
１
９
番
通
報
を
し
た
場
合
に
、
音
声
通

報
と
合
わ
せ
て
通
報
者
の
位
置
が
指
令

台
の
地
図
に
表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
自
分
が
い

る
場
所
を
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
、

通
報
者
の
位
置
情
報
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
出
動
ま
で

の
時
間
を
短
縮
で
き
ま
す
。
※
発
信
者
番
号
を
非
通
知

に
し
た
場
合（「
１
８
４
」を
付
け
た
場
合
等
）は
、
位
置
情

報
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
も
生

命
や
身
体
に
危
険
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
緊
急
に
通
報

者
の
位
置
情
報
が
必
要
で
あ
る
と
消
防
本
部
が
判
断
し

た
と
き
は
、
位
置
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
応
す
る
機
種	

①
固
定
電
話
…
す
べ
て	

②
携
帯

電
話
…
ド
コ
モ（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
）、
ａ
ｕ（
Ｗ
Ｉ
Ｎ
）、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク（
３
Ｇ
）で
す
。
※
携
帯
電
話
の
場
合
は
、
電

波
の
条
件
等
に
よ
り
、
位
置
情
報
を
詳
し
く
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

火
事
や
急
病
人
で
１
１
９
番
通
報
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
一
番
重
要
な
の
は
、
慌

て
ず
、
落
ち
着
く
こ
と
で
す
。
火
事
や
け
が
人
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
ど
う
し
て

も
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
す
。
通
報
時
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
か
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ

に
応
え
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
変
更
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

平
成
24
年
１
月
22
日（
日
）に
行
わ
れ
る
東
海
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ

い
て
、
今
月
号
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
投
票
日
や
投
票

所
等
に
つ
い
て
で
す
。

▼
告
示
日（
立
候
補
届
出
受
付
日
）	

平
成
24
年
１
月
17
日（
火
）

▼
投

票

日	
平
成
24
年
１
月
22
日（
日
）

▼
投
票
時
間	

午
前
７
時
～
午
後
８
時

▼
投

票

所 

次
の
14
か
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
第
４
投
票
区

投
票
所
、
第
10
投
票
区
投
票
所
、
第
13
投
票
区
投
票
所
の
３
か
所
は
、
こ

れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
施
設
が
東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
に
よ
り
使
用
で

き
な
い
た
め
、
場
所
を
変
更
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
所
名

投
票
場
所

第
１
投
票
区
投
票
所
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
２
投
票
区
投
票
所
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
３
投
票
区
投
票
所
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
４
投
票
区
投
票
所
変
更
前
▼
舟
石
川
保
育
所

変
更
後
▼
東
海
村
役
場（
行
政
棟
１
階･
総
合
案
内
前
）

第
５
投
票
区
投
票
所
外
宿
２
区
自
治
集
会
所

第
６
投
票
区
投
票
所
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
７
投
票
区
投
票
所
亀
下
区
自
治
集
会
所

第
８
投
票
区
投
票
所
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
９
投
票
区
投
票
所
村
松
幼
稚
園

第
10
投
票
区
投
票
所
変
更
前
▼
東
海
村
合
同
庁
舎
本
館

変
更
後
▼
東
海
村
合
同
庁
舎
２
号
館

　
　
　
　
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

第
11
投
票
区
投
票
所
中
央
公
民
館

第
12
投
票
区
投
票
所
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
13
投
票
区
投
票
所
変
更
前
▼
南
台
区
自
治
集
会
所

変
更
後
▼
須
和
間
幼
稚
園
仮
園
舎（
南
台
保
育
園
跡
地
）

第
14
投
票
区
投
票
所
営
農
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

平成24年１月22日（日）は東海村議会議員一般選挙の投票日

●
東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課

内 

☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
１
３
）

選
挙
の
お
知
ら
せ

火災の発生
現場は○○
ビルの近く
ですね！

問
い
合
わ
せ 

消
防
本
部
消
防
担
当（
☎
282
局
２
０
３
８
）
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テレビのチャンネル番号の再設定が
必要になる場合があります
　地上デジタル放送の受信状況を改善するた
め、12月５日（月）から日立テレビ中継局のチャ
ンネル番号が変更されます。チャンネル番号と
は、受信する周波数に割り当てられた番号のこ
とで、テレビのリモコン番号ではありません。
■変更されるチャンネル番号
　▼ＮＨＫ教育（リモコン番号②）
　【変更前】13チャンネル→【変更後】52チャンネル
　▼テレビ朝日（リモコン番号⑤）
　【変更前】17チャンネル→【変更後】37チャンネル
※平成24年３月４日（日）に旧チャンネルでの
放送を完全に終了します。
■お使いの受信機はそのまま使用できます
　地上デジタル放送の中継局のチャンネルが切り
替わっても、お使いのデジタル受信機（デジタル
テレビ、デジタルチューナー、デジタルチューナー
内蔵の録画機等）はそのまま使用できますが、デ
ジタル受信機の機種によっては、チャンネルの再
設定をしないと、これらの局が映らなくなる場合

12月５日（月）から日立テレビ中継局のチャンネルが一部変更

があります。
■画面が映らなくなった場合は…
　画面が映らなくなった場合は、お使いのデジタ
ル受信機の取扱説明書に従って「チャンネルの再設
定」を行ってください。なお、映らなくなった場合に
備えて、事前にチャンネルの再設定の方法を確認
しておいてください。設定方法が分からない場合
は、チャンネル変更コールセンター（社団法人デジ
タル放送推進協会の「総務省テレビ受信者支援セ
ンター（デジサポ）」が国の補助を受けて実施）にご相
談ください。ご自宅に伺い、チャンネルの再設定を
行います。料金は無料です。地デジ（地上デジタル
放送）に関連した詐欺事件が発生していますので、
身分の確認等を行うなど、十分ご注意ください。
■問い合わせ
　午前９時から午後９時まで（土･日曜日、祝日
は午後６時まで）にチャンネル変更コールセン
ター（☎0120-922-303）へお問い合わせくださ
い（つながらない場合は☎03-4321-0770）。

　旧適応指導教室が新たに「教育支援セン
ター」として再開しました。学校に行きたく
ても行けない、友人関係で悩んでいるといっ
た小中学生の悩み相談のほか、ひきこもりの
相談にも応じます。ぜひご利用ください。
●時　　間
　月曜日から金曜日まで（祝日を除く）の午前
９時～午後４時

●場　　所
　教育支援センター（村立図書館２階）
●対　　象
　悩み相談…村内在住の小中学生や、その保
護者の方

　ひきこもり相談…村内在住の15歳から18
歳までの方や、その保護者の方

●問い合わせ
　東海村教育支援センター
　（☎282-7811）

　1948年に採択された「世界人権宣言」を記念
し、 採 択 日 の12月10日 は「人 権 デ ー（Human 
Rights Day）」と定められています。
　村では、人権週間にちなんで下記のとおり「特
設人権相談所」を開設します。この相談は毎日
の暮らしの中で起こるさまざまな問題を解決に
導くための相談です。差別問題･家庭内問題等
どんなことでも結構ですので、お気軽にご相談
ください。相談は無料で、秘
密は厳守します。

問い合わせ
　社会福祉課地域福祉推進担当（☎282-1711 内

線1185）

12月４日～10日は
第63回人権週間です

教育支援センターを
ご利用ください

■期　　日	 12月４日（日）
■時　　間 午前10時～午後２時
■場　　所 201委員会室（役場議会棟２階）
■相 談 員 東海村人権擁護委員･法務局職員

特設人権相談所開設

● 3



災害に関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震関連のお知らせ～

役場の電話番号▼
☎ 282-1711（代表）
防災行政無線の内容を無料で聞ける
テレホンサービス▼
☎ 0120-42-4848
東海村公式ホームページ▼
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

　村では、ＪＡひたちなかと共に、東京電力福
島第一原子力発電所の事故に伴う、農畜産物等
の損害賠償請求に関する窓口を開設しています。
必ず事前にお問い合わせの上、お越しください。
●期　　間 12月6日（火）～ 11日（日）
●時　　間	 午前９時～午後４時
●場　　所	 農業支援センター（東海ファー
マーズマーケット「にじのなか」内）
●対　　象	 村内在住で、自ら農畜産物を生産
し、出荷･販売している農業者（ＪＡ出荷者、
ＪＡ外出荷者（任意組合、農業法人等））
●請求内容 東京電力福島第一原子力発電所の
事故による実損害･風評被害等	※原子力損害
賠償紛争審査会の指針に基づいて行います。

●問 合 せ ▼ＪＡ出荷者…ＪＡひたちなか東
海営農センター（☎282-0203）※土･日曜日
を除きます。	▼ＪＡ外出荷者…農業支援セ
ンター（☎287-7867）

応援職員を紹介します！
問合せ：人事課人事担当（内線1322）

東京電力に対する農畜産物等
の損害賠償請求窓口の開設

期間：10月24日～11月30日

建設部土木課

副主任　三
み し ま

島　純
じゅんぺい

平さん

島根県松江市から道路整備課へ

村道の復旧工事業務に従事

都市整備課

係長　坂
ばん ど う

東　克
かつ の り

典さん

三重県菰野町から下水道課へ
下水道施設の復旧に係る工事監理業務等に従事

期間：11月１日～12月31日

農業施設の復旧に係る工事監理業務等に従事

産業振興課

主幹　安
やす な が

永　智
とも ひ こ

彦さん

長崎県川棚町から経済課へ

期間：11月１日～ 30日

　５月10日から島根県松江市の職員が、８月
１日から長崎県川

か わ た な

棚町と三重県菰
こ も の

野町の職員
が、交代で来村し、災害の復旧支援に当たって
くれていますので紹介します。

　東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う
放射性物質の飛散により、茨城県産のお茶から
国が定める暫定規制値を超える放射性セシウム
が検出されました。
　自家用茶も含めて茶樹を栽培している方は、
来年の茶葉収穫の際に放射性セシウム含有量を
より少なくするために、茶葉の整枝を秋と春の
２回行うよう努めてください。
■相 談 先	 茨城県山間地帯特産指導所（☎

0295-74-0821）、 茨 城 県 産 地 振 興 課（☎
301-3954）

■問 合 せ	 農業支援センター（☎287-7867）

茶樹を栽培している方は
枝の刈り込みをしてください

放射性物質等
関連のお知らせ

島根県松江市から都市政策課へ

期間：10月17日～ 31日

観光振興部観光施設課

主任　渡
わた な べ

部　正
ま さ き

己さん

被災した建物の設計業務に従事
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お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号	☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●12月の休日診療●

診療時間 午前９時30分から午後２時まで※正午～午後１時を除きます。
期日 医療機関名 電話番号

４日（日）東海クリニック 283-1711
11日（日）茨城東病院 282-1151
18日（日）村立東海病院 282-2188
23日（金）東原クリニック 283-2301
25日（日）村立東海病院 282-2188
30日（金）尾形クリニック 282-4781
31日（土）尾形クリニック 282-4781
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎#8000）
全ての電話から（☎254-9900）

問合せ スマイルＴＯＫＡＩ事務局
（総合体育館内	☎297-4370）

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）

期日 場所
９日（金）中丸コミュニティセンター
15日（木）中丸コミュニティセンター
22日（木）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～11時
対象 村内在住で40歳以上65歳未満の方
※初めて参加する方は、事前に申し込みください。

●12月の健康体操参加者募集●

●10月の村内交通事故発生状況●

発生件数 死者数 負傷者数

件数 19 ０ 24
累計

（１月から） 161 １ 210

前年比 －25 +１ －39

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎0120-42-4848）

暮
ら
し

健
康･

医
療

「
み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」を
実
施

期
日
▼
12
月
７
日（
水
）

時
間
▼
午
前
10
時
か
ら（
受
け
付
け
は
午

前
９
時
30
分
か
ら
）※
雨
天
時
は
中
止

し
ま
す
。

集
合
場
所
▼
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園（
村
立

図
書
館
西
側
）

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
１
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド「
ふ
れ
あ
い

「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
教
室
」を
開
催

　
「
誰
に
で
も
」「
立
っ
て
で
も
座
っ
て
で

も
」で
き
る
、
介
護
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ
の

た
め
の
体
操
教
室
で
す
。

期
日
▼
12
月
１
日（
木
）･

14
日（
水
）、
平

成
24
年
１
月
11
日（
水
）･

26
日（
木
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
10
時
45
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

参
加
費
▼
無
料

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
４
３
０
０
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

期
日
▼
平
成
24
年
２
月
18
日（
土
）

時
間
▼
午
前
11
時
～
午
後
３
時（
予
定
）

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

内
容
▼
売
り
場
面
積
…
約
６
㎡
／
区
画（
予

定
）　

販
売
物
品
…
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た

物
品（
食
料
品
を
除
く
）　

出
店
料
…
無
料

・

12
月
26
日（
月
）ま
で
に
、
電
話（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）･フ
ァ
ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
環
境
政

策
課
環
境
計
画
推
進
室（
内
線
１
４
５
３ 

287
局
０
４
７
９ 

kankyou@
vill.

tokai.ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

「
と
う
か
い
環
境
フ
ェ
ス
タ･

も
っ

た
い
な
い
バ
ザ
ー
」出
店
者
募
集

※
申
し
込
み
時
に
、
販
売
予
定
の
物
品
と

責
任
者
の
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号

―
―
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
多
重
債
務
者
向
け
無
料
法
律
相

談
会
」を
開
催

　

多
額
の
借
金
を
抱
え
悩
ん
で
い
る
方
を

対
象
に
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
弁

護
士
、
司
法
書
士
、
消
費
生
活
相
談
員
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
等
▼

時
間
▼
午
後
１
時
～
４
時
30
分（
１
人
当

た
り
40
分
程
度
）

12
月
４
日

（
日
）

12
月
１
日

（
木
）

11
月
30
日

（
水
）

期　

日

水
戸
合
同
庁
舎

（
水
戸
市
柵
町
１
‐
３
‐
１
）

桜
川
市
役
所
岩
瀬
庁
舎

（
桜
川
市
岩
瀬
６
４
‐
２
）

日
立
市
女
性
セ
ン
タ
ー

（
日
立
市
鮎
川
町
１
‐
１
‐
１
０
）

場　

所

定
員
▼
先
着
15
人（
12
月
４
日
は
先
着
20
人
）

・

茨
城
県
生
活
文
化
課（
☎
301
局

２
８
２
９
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

の
森
か
ら
文
教
の
小
径
コ
ー
ス
」）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
持
参
の
上
、

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

● 5



●12月の健康相談●

場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）

●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

９日（金）
９:30～11:00
13:00～14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

※希望日時を連絡
ください。

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 ７日（水）
13:00～13:45

平成23年７月
生まれの子

１歳６か月児 ８日（木）
13:00～13:45

平成22年５月
生まれの子

３歳児 14日（水）
13:00～13:45

平成20年10月
生まれの子

２歳半歯科 15日（木）
13:00～13:45

平成21年５月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 20日（火）
13:00～13:20

平成23年９月
生まれの子

●12月の心配ごと相談･人権相談･行政相談等●

場　所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）

相談日 時間 相談種別

２日（金）10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談･行政相談

９日（金）
10:00～12:00 行政書士による相談（事前予約）

10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談

16日（金）
10:00～12:00 法律相談（事前予約）

10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談･行政相談
毎週

月･水曜日
13:30～15:00
（祝日を除く）

心配ごと電話相談
（☎282-0917）

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 自治推進課村民相談室（内線1275）

●ニート相談（☎287-0862）

期　日 毎週火･金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～５時

●女性生活相談（☎287-0863）

期　日 毎週月･水･木曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●消費生活相談（☎287-0858）

期　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時
※12月29日（木）～平成24年１月３日（火）を除きます。

●ニート相談･女性生活相談･消費生活相談●

福
祉

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い
る

方
の
交
流
会「
つ
ど
い｣

の
ご
案
内

　

公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
で
は
、
認
知
症
の
家
族
を
抱
え
る
介
護

者
同
士
が
懇
談
し
、
交
流
す
る｢

つ
ど
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

期
日
▼
第
２
金
曜
日

時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時

場
所
▼
水
戸
合
同
庁
舎（
水
戸
市
柵
町
１

‐
３
‐
１
）

対
象
▼
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い
る

方 

※
在
宅･

施
設
介
護
な
ど
、
介
護
の

方
法
は
問
い
ま
せ
ん
。

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

正
午
～
午
後
４
時
に
、
電
話
相
談（
☎

０
２
９
‐
８
７
９
‐
０
０
１
８
）を

行
っ
て
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の

期
日
▼
12
月
16
日（
金
）

時
間
▼
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
▼
原
子
力
視
察
研
修
室（
役
場
行
政

棟
５
階
）

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

定
員
▼
先
着
80
人

演
題
▼「
思
春
期
に
お
け
る
多
様
な
心
の

問
題
に
つ
い
て
」

講
師
▼
藤
田
俊
之
さ
ん（
茨
城
県
立
こ
こ

ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
医
長
）

受
講
料
▼
無
料

・

12
月
14
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日
を

「
心
の
健
康
づ
く
り
講
座
」を
開
催

　

み
ん
な
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
や
、
ケ
ー

キ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
！ 

情
報
を
交
換
し
た
り
、
交

流
を
深
め
た
り
す
る
良
い

機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
12
月
23
日（
金･

祝
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

場
所
▼
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
で
母
子
家
庭
の
親
子

内
容
▼
輪
投
げ･

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど（
昼

食
あ
り
）

参
加
費
▼
無
料

「
母
子
家
庭
親
子
ク
リ
ス
マ
ス

会
」を
開
催

　

県
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
総
合
調

整
機
関
と
し
て
、「
ひ
き
こ
も
り
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。
専

門
職
員
が
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
医
療･

保
健･

福
祉･

教
育･

就
労
等
の
関
係
機
関

へ
適
切
に
つ
な
ぎ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い（
相
談
無
料･

秘
密
厳
守
）。

相
談
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝

日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
茨
城
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内（
水
戸
市
笠
原
町
９
９
３
‐
２
）

ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

244
局
１ひ

き
こ
も
り
な
い

５
７
１
）

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い

・

12
月
９
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、社
会
福
祉
課
こ
ど
も
室（
内

線
１
１
８
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
に
、
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

287
局
２
５
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

子
育
て

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

　

戸
外
で
の
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
、
季
節
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
楽
し
い
親
子
の
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
等
▼
12
月
１
日（
木
）･

15
日（
木
）…

就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ
の
親　

12

月
８
日（
木
）…
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

の
幼
児
と
そ
の
親

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
12
月
１
日
…
散
歩（
雨
天
時
は
室

内
遊
び
）　

12
月
８
日
…
体
を
使
っ
た

遊
び･

ゲ
ー
ム　

12
月
15
日
…
ク
リ
ス

マ
ス
会

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
百
塚
保

育
所
内 

☎
282
局
２
９
４
９
）※
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」を
開
催

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽ら

く
ら
く
ち
ゃ

楽
茶
の
間ま

が
、
村
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
行
っ
て
い
る「
生
き
が

い
づ
く
り
支
援
事
業
」。
健
康
体
操
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
、
皆
さ
ん
も
楽
し

く
仲
間
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

日
程
等
▼

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
３
５
０
円
／
回（
昼
食
代
）

加
藤
啓
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
楽
茶

の
間
事
務
局 

☎
282
局
２
３
３
４
）※
火

･

金
曜
日
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
13
日

（
火
）

12
月
９
日

（
金
）

12
月
６
日

（
火
）

12
月
２
日

（
金
）

期　

日

豊
白
区
自
治
集
会
所

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
岡
区
自
治
集
会
所

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
集
会
所

真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
宿
１
区
自
治
集
会
所

外
宿
２
区
自
治
集
会
所

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

場　

所

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

　
“
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
文
化
”を
広
め
よ
う
と

活
動
し
て
い
る「
劇
団
と
み
か
る
」で
は
、

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
経
験

を
団
員
か
ら
聞
き
取
り
、
震
災
復
興
を
題

材
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。

期
日
▼
12
月
18
日（
日
）

時
間
▼
午
後
２
時
開
演

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
未
就
学
児
の
入
場
も
可
能
で
す
。

劇
団
と
み
か
る（
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

内 

☎
282
局
８
５
１
１
）

｢

震
災
復
興
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

夢
に
向
か
っ
て
！

２
０
１
１
～
あ
の
震
災
を
の
り
こ
え
て
～

」を
開
催

募 集

「
子
供
絵
画
サ
ー
ク
ル
」会
員

募
集

　

絵
の
基
礎
を
楽
し
く
学
ぶ
と
と
も
に
、

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
第
１･

２
土
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
中
央
公
民
館

対
象
▼
幼
稚
園
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
方

定
員
▼
10
人

会
費
▼
１
３
０
０
円
／
月（
材
料
費
は
別
途
）

・

山
本
美
穂
さ
ん（
☎
287
局
１
０
８
６
）

期
日
▼
12
月
22
日（
木
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
ひ
た
ち
な
か
保
健
所（
ひ
た
ち
な

か
市
新
光
町
９
５
）

内
容
▼
①
講
話 

演
題
…「
統
合
失
調
症
の

薬
の
は
な
し
」　

講
師
…
堤
孝
太
さ
ん

（
栗
田
病
院
医
師
）　

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク「
家
族
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
」　

③

地
域
家
族
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

参
加
費
▼
無
料

・

12
月
15
日（
木
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）に
、
ひ
た
ち
な
か
保
健
所
健

康
指
導
課（
☎
265
局
５
６
４
７
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

「
精
神
障
が
い
者
の
た
め
の
家
族

教
室
」を
開
催

会
茨
城
県
支
部（
☎
０
２
９
‐
８
７
９

‐
０
８
０
８
）

　

認
知
症
予
防
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

講
師
か
ら
、
最
新
の
研
究
を
踏
ま
え
た
認

知
症
に
な
り
に
く
い
食
習
慣･

運
動
習
慣･

知
的
行
動
習
慣
や
脳
機
能
の
鍛
え
方
な
ど
、

今
日
か
ら
で
き
る
予
防
法
を
学
び
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
平
成
24
年
１
月
18
日（
水
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」

定
員
▼
先
着
１
０
０
人

講
師
▼
矢
冨
直
美
さ
ん（
東
京
都
健
康
長

寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
研
究
員
）

入
場
料
▼
無
料

介
護
予
防
講
演
会「
認
知
症
に
強

い
脳
を
作
る
」を
開
催

・

平
成
24
年
１
月
11
日（
水
）ま
で

（
土･

日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日（
木
）

～
平
成
24
年
１
月
３
日（
火
）を
除
く
）の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

レッスンの様子
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新
た
に
事
業
を
始
め
た
い
方
等
を
対
象

（
男
性
も
可
）に
、事
業
を
始
め
る
に
当
た
っ

て
の
手
続
き
や
会
計
知
識
、
融
資
制
度
等

を
専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

期
日
▼
平
成
24
年
１
月
14
日（
土
）･

21
日

（
土
）･

28
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時（
１
月
14

日
は
午
後
１
時
～
４
時
）

場
所
▼
女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支
援

室（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
７
‐
４
１
）

定
員
▼
先
着
40
人

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
車
で
ご
来
場
の
際
は
、
無
料
利

用
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
三
の
丸
庁

｢

女
性
の
た
め
の
創
業
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催

そ
の
他

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

ひ
た
ち
な
か
市
●
初
日
の
出･

初
詣
列
車

～
急
行
あ
じ
が
う
ら
号
２
０
１
２
～

　

ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
株
式
会
社･

湊
線

で
は
、
元
日
に
特
別
列
車
を
運
行
し
ま
す
。

日
時
▼
平
成
24
年
１
月
１
日（
日･

祝
） 

勝

田
駅
午
前
５
時
32
分
発･

阿
字
ヶ
浦
行
き

特
別
記
念
切
符
の
販
売
▼
①
湊
線（
勝
田

～
阿
字
ヶ
浦
間
）が
１
日
乗
り
放
題
に
な

る
特
別
フ
リ
ー
切
符（
平
成
24
年
１
月
１

日
～
３
日
の
う
ち
１
日
の
み
有
効
）を
、

12
月
１
日（
木
）か
ら
、
那
珂
湊
駅
、
勝

田
駅
湊
線
ホ
ー
ム
改
札
、
ひ
た
ち
な
か

商
工
会
議
所（
本
所･

支
所
）で
発
売
し
ま

す
。
②
３
両
編
成
の
う
ち
１
両
を
指
定

席
車
両
と
し
て
運
行
し
ま
す
。
12
月
３

日（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
那
珂
湊
駅
へ
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
先
着
50
人
）。

ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
株
式
会
社（
☎

212
局
８
０
２
３
）

水
戸
市
●
ア
ー
ト
タ
ワ
ー
み
と

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

　

震
災
か
ら
の
復
興
を
願
い
、
輝
く
タ

ワ
ー
が
水
戸
の
街
を
照
ら
し
ま
す
。

期
間
▼
12
月
１
日（
木
）
～
平
成
24
年
１

月
８
日（
日
）

時
間
▼
午
後
５
時
～
９
時

場
所
▼
水
戸
芸
術
館（
水
戸
市
五
軒
町
１

‐
６
‐
８
）

関
連
イ
ベ
ン
ト
▼
①
点
灯
の
つ
ど
い
…
12

月
１
日（
木
） 

午
後
４
時
50
分
～　

②

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
…
12
月
３
日

（
土
） 

午
前
10
時
～　

③
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
＆
ハ
ッ
ピ
ー･

ニ
ュ
ー･

イ
ヤ
ー

…
12
月
31
日（
土
） 

午
後
10
時
30
分
～

ア
ー
ト
タ
ワ
ー
み
と
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
実
行
委
員
会（
☎
227
局
７
５
５
８
）

業
務
内
容
▼
申
告
の
受
け
付
け
や
デ
ー
タ

入
力
の
補
助
等

雇
用
要
件
等
▼
①
役
場
に
通
勤
が
可
能
②

高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有

す
る
③
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
が

で
き
る
④
事
務
職
の
経
験
が
あ
る
―
―

を
満
た
す
方（
５
人
程
度
）

雇
用
期
間
▼
平
成
24
年
１
月
16
日（
月
）

～
３
月
30
日（
金
）

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

賃
金
等
▼
賃
金
…
時
給
８
７
０
円　

諸
手

当
…
通
勤
手
当　

福
利
厚
生
…
雇
用
保

険
に
加
入

選
考
方
法
▼
12
月
21
日（
水
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

12
月
９
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日
を
除

く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を
持
参
の
上
、

税
務
課
住
民
税
担
当（
役
場
行
政
棟
１
階 

内
線
１
１
１
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

東
海
村
臨
時
職
員（
一
般
事

務
補
助
）募
集

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸
等
で
は
、
介
護
職

へ
の
就
職
機
会
の
拡
大
と
地
域
で
の
就
職

推
進
を
図
る
た
め
、「
介
護
職
就
職
面
接

会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
12
月
15
日（
木
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時
45
分

場
所
▼
フ
ェ
リ
ヴ
ェ
ー
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

（
水
戸
市
白
梅
２
‐
３
‐
８
６
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸（
☎
231
局
６
２
２
３
）

｢

介
護
職
就
職
面
接
会
」を
開
催

　

村
で
は
、今
日
の
環
境
問
題
を
踏
ま
え
、

地
域
環
境
の
保
全
と
資
源
循
環
型
社
会
の

構
築
等
の
環
境
施
策
を
総
合
的･

計
画
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、「
第

２
次
東
海
村
環
境
基
本
計
画（
案
）」を
ま

と
め
ま
し
た
の
で
、「
東
海
村
意
見
公
募

手
続
実
施
要
綱
」に
基
づ
き
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
等
を
募
集
し
ま
す
。

公
表
場
所
▼
①
環
境
政
策
課（
役
場
行
政

棟
４
階
） 
②
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー 

③
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法
▼
公
表
場
所
備
え
付
け
の
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
12
月
26
日

（
月
）（
必
着
）ま
で
に
、
持
参（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）･郵
送･

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ･

電
子

メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
環
境
政
策

課（
〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東
海
３
‐
７
‐

１ 

287
局
０
４
７
９ 

kankyou@
vill.

tokai.ibaraki.jp

）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
▽
必
要
事
項
の
記
入
が
な
い
も

の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
▽
内
容

に
つ
い
て
個
別
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
▽
概
要
の
公
表

（
匿
名
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

環
境
政
策
課
環
境
計
画
推
進
室（
内
線

１
４
５
３
）

「
第
２
次
東
海
村
環
境
基
本
計
画（
案
）」

へ
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

舎（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
５
‐
３
８
）の

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・

女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支
援

室（
☎
233
局
３
９
８
２
）
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真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、
南台、緑ヶ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 （毎週）	月曜日・木曜日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、
長堀寮、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週）	火曜日・金曜日

12月の資源物･ごみ収集日割表 問い合わせ　ごみゼロ推進課（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） ２日・16日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 １日・15日

緑ヶ丘、南台、豊岡、亀下 ６日・20日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ５日・19日
白方、岡、原子力機構（百塚） ９日・23日
舟石川１、船場 ８日・22日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 13日・27日

舟石川２、舟石川中丸 12日・26日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

１日・８日
15日・22日

船場、照沼 １日・15日
原子力機構（長堀･荒谷台･
箕輪）、須和間、フローレス
タ須和間

２日・９日
16日・23日

緑ヶ丘 ２日・16日
白方 ９日・23日

舟石川１、原子力機構（百塚） ５日・12日
19日・26日

宿、押延、岡 ５日・19日
燃えるごみ ※祝日の収集も行います。

外宿１ 12日・26日

内宿１、亀下 ６日・13日
20日・27日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ６日・20日
竹瓦 13日・27日

舟石川２ ７日・14日
21日・28日

南台、川根 ７日・21日
豊白 14日・28日
※各回収日の午前７時から８時30分まで
に出してください。

資 源 物

今
回
は
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

日
本
で
は
例
年
秋

か
ら
冬
に
流
行
し
ま
す
が
、
今
年
は
６

月
下
旬
か
ら
罹り

か

ん患
者
が
増
え
始
め
ま
し

た
。
秋
に
入
っ
て
か
ら
は
昨
年
と
ほ
ぼ

同
水
準
に
落
ち
着
い
て
き
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
今
後
も
注
意
が
必
要
で
す
。

■
特
徴

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
冬
季
に

多
い
呼
吸
器
感
染
症
で
す
。
２
歳
ま
で

に
乳
幼
児
の
ほ
と
ん
ど
が
初
感
染
し
ま

す
。
乳
幼
児
は
免
疫
の
で
き
方
が
弱
い

た
め
、
繰
り
返
し
感
染
し
な
が
ら
徐
々

に
免
疫
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
大
人
は
軽
い

風
邪
で
済
ん
で
も
、
初
め
て
感
染
す
る

乳
児
は
、
ま
れ
に
肺
炎
や
重
症
な
気
管

支
炎
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

感
染
力
が
非
常
に
高
く
、
感
染
経
路

は
接
触
や
く
し
ゃ
み･

咳せ
き

な
ど
の
飛ひ

ま

つ沫

に
よ
り
ま
す
。
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
乳
幼

児
の
肺
炎
の
約
50
％
、
細
気
管
支
炎
の

50
～
90
％
を
起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
生
後
６
か
月
以
内
の
乳
児･

早
産
未
熟
児･

ぜ
ん
そ
く
や
先
天
性
心

疾
患
を
持
つ
乳
幼
児
は
重
症
化
し
や
す

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

■
症
状

２
～
５
日
の
潜
伏
期

間
の
後
、
鼻
水
、
咳
、

発
熱
等
の
症
状
が
現

れ
ま
す
。
通
常
は
１
～

２
週
間
で
和
ら
ぎ
ま
す

が
、
２
歳
ま
で
の
乳
幼

児
は
肺
炎
や
細
気
管

支
炎
を
発
症
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
脱
水
症

状
、
咳
の
増
強
、
喘ぜ

ん
め
い鳴

（
ぜ
ー
ぜ
ー
喉
が
鳴
る

音
）、
多
呼
吸
等
が
現

れ
て
い
る
場
合
は
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

■
治
療

症
状
を
抑
え
る
対
症
療
法
が
主
体
と

な
り
ま
す
。
発
熱
に
対
し
て
は
解
熱
剤

を
、
喘
鳴
を
伴
う
呼
吸
器
症
状
に
対
し

て
は
気
管
支
拡
張
剤
や
痰た

ん

を
出
し
や
す

く
す
る
薬
等
を
用
い
ま
す
。
細
菌
感
染

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
抗
生
剤
を
使
用

し
ま
す
。脱
水
気
味
に
な
る
と
、痰
が
粘
っ

て
吐
き
出
す
の
が
困
難
に
な
る
の
で
水
分

補
給
が
大
切
で
す
。

■
予
防

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
家
族
内
感

染
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、
乳

幼
児
が
い
る
場
合
は
特
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
唾
液
や
鼻
水
が

飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
唾
液
や
鼻
水
が
付
着

し
た
手
指
や
物
品
を
介
し
て
感

染
し
ま
す
の
で
、
特
に
外
か
ら

帰
っ
た
ら
、
せ
っ
け
ん
や
ハ
ン

ド
ソ
ー
プ
等
を
使
用
し
て
十
分

に
手
洗
い
を
す
る
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

感
染
症
予
防
の
基
本
は
、
手

洗
い･

う
が
い･

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
励
行

で
す
。
家
族
全
員
で
予
防
を
心
掛
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

114

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
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東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い
11
月
25
日
号

鈴
す ず き

木聡
さ と し

士さん
（舟石川駅西）

今
回
は
、
舟
石
川
に
あ
る「
お
好
み
焼
き	
蔵
屋
」で

働
く
鈴
木
聡
士
さ
ん（
27
歳
）の
登
場
で
す
。

「“
お
好
み
焼
き
”と
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
炭

火
で
焼
い
た
焼
き
鳥
と
産
地
直
送
の
新
鮮
な
魚
を
使
っ

た
刺
し
身
が
こ
だ
わ
り
で
す
」と
話
す
聡
士
さ
ん
―
―

「
特
に
日
本
酒
は
数
多
く
そ
ろ
え
て
い
ま
す
が
、
自
分

の
良
い
と
思
っ
た
も
の
し
か
置
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

ぞ
れ
に
先
入
観
な
く
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
味
の

説
明
は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
」と
、
さ
り
げ
な
く
見
せ
る

心
遣
い
も
印
象
的
で
す
。
居
酒
屋
で
学
ん
で
き
た
経
験

を
生
か
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
も
と
も
と

や
っ
て
い
た“
お
好
み
焼
き
”を
強
み
に
、
独
自
の
色
を

出
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
聡
士
さ
ん
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
―
―
仕
事
の
合

間
の
息
抜
き
な
の
だ
と
か
。「
今
、
釣
り
に
も
興
味
を

持
っ
て
い
ま
す
」と
趣
味
の
話
を
す
る
聡
士
さ
ん
で
す

が
、「
釣
っ
て
す
ぐ
の
魚
は
鮮
度
が
全
然
違
い
ま
す
！	

そ
ん
な
魚
を
出
せ
る
料
理
屋
に
し
た
い
で
す
」と
気
が

付
け
ば
仕
事
の
話
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Vol.208

　

〈東海村公式ホームページ〉　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

村
松
の
野
上
家
は
か
つ
て
龍
蔵
院
と
い
う
修し

ゅ
げ
ん験

で
、

代
々
、
虚
空
蔵
堂
の
正
別
当
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
佐

竹
時
代
に
は
太
田
の
木
崎（
常
陸
太
田
市
木
崎
）に
居
を

構
え
、
大
き
な
勢
力
を
持
ち
、
た
く
さ
ん
の
古
文
書
が

今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
古
文
書
は
野
上
家
文

書
ま
た
は
龍
蔵
院
文
書
と
称
さ
れ
て

お
り
、
大た

い
え
い永

４（
１
５
２
４
）年
か
ら

明
治
ま
で
１
４
８
点
を
数
え
ま
す
。

私
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

「
東
海
村
古
文
書
を
読
む
会
」で
は

こ
の
文
書
の
解
読
作
業
を
続
け
て
い

ま
す
が
、
中
で
も
興
味
深
い
の
は
戦

国
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
花か

お

う押

が
あ
る
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
最
も
古
い

大
永
４
年
と
天て

ん
ぶ
ん文

11（
１
５
４
２
）年

の
史
料
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
大
永
４
年
２
月
25
日
の
知
行
充
行
状

（
１
０
３
号
文
書
）の
読
み
は
次
の
通
り
で
す
。

大
森
之
内
田
一
町
五
端
遣こ

れ
を
つ
か
わ
す
も
の
な
り

之
者
也

大
永
四
年
二
月
廿に

じ
ゅ
う
ご五
日（
花
押
）

龍
蔵
坊
へ

内
容
は
久
慈
郡
大
森（
常
陸
太
田
市
大
森
町
）内
の

田
一
町
五
反
を
龍
蔵
坊
に
与
え
る
と
い
う
も
の
で
、
花

押
の
形
か
ら
見
て
発
給
者
は
佐
竹
義よ

し
は
る治

の
四
男
で
北

家
初
代
の
義よ

し
の
ぶ信（

１
４
７
６
～
１
５
３
３
年
）に
当
た

り
ま
す（「
茨
城
県
史
研
究
」55
号
、
新
田
英
治
論
文
）。

次
に
天
文
11
年
極（
12
）月
５
日

の
佐
竹
義よ

し
か
た堅

の
知
行
充
行
状
で
す

（
１
１
８
号
文
書
）。
義
堅
は
佐
竹
義

治
の
五
男
の
東
家
初
代
政ま

さ
よ
し義

の
子
で

あ
り
、
読
み
は
次
の
通
り
で
す
。

上
寺
田
内
あ
ら
屋
森
之
下
八
貫

五
百
之
所
被つ

か
わ
さ
れ
そ
う
ろ
う

遣
候
。
恐
々
謹
言

極ご
く
げ
つ月
五
日　

義
堅（
花
押
）

天
文
十
一
年
壬み

ず
の
え
と
ら寅

野
上
助
五
郎
殿

内
容
は
那
珂
郡
上
寺
田（
常
陸
大

宮
市
長お

さ

だ田
）内
の
荒
屋
森
之
下
の
八

貫
五
百
文
の
土
地
を
野
上
助
五
郎
に
遣
わ
す
と
い
う
も

の
で
す
。
北
家･

東
家
は
共
に
佐
竹
宗
家
の
補
佐
を
務

め
て
お
り
、
修
験
で
あ
る
龍
蔵
院
を
宗
教
的
に
保
護
す

る
一
方
、
武
士
と
し
て
被
官
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
両

面
で
の
支
配
を
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科

高
橋
　
裕
文

村
松
龍
蔵
院
文
書
と
戦
国
時
代
の
花
押
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